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公    示 
      

      

 ２０２1 年度の経済学部、経営学部、コミュニケーション学部、現代法学部、キャリアデザインプロクラム、及び

大学院入学生の学費は次のとおりとする。 
      
      
     （単位：千円） 

  学 費 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

経済学部 

経営学部 

入  学  金 150       

授  業  料 768 768 768 768 

教育充実費 270 270 270 270 

計 1,188 1,038 1,038 1,038 

コミュニケー 

ション学部 

入   学   金 150       

授  業  料 835 835 835 835 

教育充実費 270 270 270 270 

計 1,255 1,105 1,105 1,105 

現代法学部 

入   学   金 150       

授  業  料 797 797 797 797 

教育充実費 270 270 270 270 

計 1,217 1,067 1,067 1,067 

 キャリアデザイン  

プログラム 

入   学   金 150 

  ※２年次以降の学費は、所属する学部の    

同年次生の収める額と同額 

授  業  料 792 

教育充実費 270 

計 1,212 

大学院 

入   学   金 120       

授  業  料 614 614 614   

教育充実費 216 216 216   

計 950 830 830   

      

（注１）２０２１年度９月大学院入学生の入学時及び修了年次の授業料、教育充実費は上記表示額の 

        １／２額とする。 
      

（注２）入学登録料を入学金に改める。     
      

（注３）上記の学費は、事情により在学中に改定することがある。   
      
     以  上 

      

2020 年 10 月 5 日      
     本  学 
      

２０２１年度入学生の学費改定 

 
本学は、2021年度入学生の学費について、別掲の「公示」記載の通りといた

します。詳細については、説明「2021年度（令和3年度）入学生の学費につ

いて」をご参照ください。 



 

 
 

二
〇
二
一
年
度
（
令
和
三
年
度
）
入
学
生
の
学
費
に
つ
い
て 

 
 

二
〇
二
一
年
度
（
令
和
三
年
度
）
入
学
生
の
入
学
登
録
料
に
つ
い
て
は
、
名
称
を
入
学
金
と
改
め
た
う
え
で
、
学
部
で
五
万
円
、
大
学
院
で
四

万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
方
針
で
す
。
授
業
料
及
び
教
育
充
実
費
は
現
行
額
に
据
え
置
き
ま
す
。
ま
た
、
在
学
生
の
学
費
（
授
業
料
、
教
育

充
実
費
）
は
現
行
額
に
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改
定
内
容
の
詳
細
は
別
紙
「
公
示
」
に
示
す
通
り
で
す
。 

 

本
学
の
学
費
は
、
入
学
登
録
料
、
授
業
料
及
び
教
育
充
実
費
で
構
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
の
入
学
登
録
料
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
一
年

度
入
学
生
か
ら
、
名
称
を
「
入
学
金
」
と
し
た
う
え
で
、
学
部
に
つ
い
て
は
現
行
の
一
〇
万
円
を
十
五
万
円
に
、
大
学
院
に
つ
い
て
は
現
行
の
八

万
円
を
十
二
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
改
定
い
た
し
ま
す
。 

現
行
の
入
学
登
録
料
一
〇
万
円
は
、
首
都
圏
諸
私
大
の
中
で
も
極
め
て
低
額
で
す
。
参
考
ま
で
に
、
二
〇
一
七
年
度
の
国
立
大
学
の
平
均
は
二

八
二
，
〇
〇
〇
円
、
私
立
大
学
（
文
系
）
の
平
均
は
二
三
四
，
七
六
三
円
で
す
の
で
、
今
回
の
五
万
円
の
増
額
改
定
で
も
ま
だ
低
位
に
位
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

入
学
登
録
料
一
〇
万
円
は
、
そ
れ
ま
で
入
学
金
の
名
称
で
二
十
五
万
円
と
し
て
い
た
も
の
を
二
〇
〇
四
年
度
に
名
称
変
更
と
と
も
に
減
額
改
定

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
当
時
の
学
費
返
還
訴
訟
問
題
を
背
景
に
、
入
学
生
受
け
入
れ
の
た
め
の
「
事
務
手
数
料
」
及
び
「
入
学
予
約
金
」
に
か

か
わ
る
部
分
を
「
入
学
登
録
料
」
と
し
て
、
学
生
と
し
て
の
地
位
を
取
得
す
る
対
価
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
は
在
学
各
年
の
授
業
料
に
分
割

し
て
含
め
る
こ
と
と
し
授
業
料
の
増
額
改
定
を
行
い
、
従
来
の
「
入
学
金
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

本
学
は
、
こ
の
一
〇
万
円
と
い
う
他
私
大
比
較
で
極
め
て
低
額
な
入
学
登
録
料
を
掲
げ
、
学
費
に
関
す
る
本
学
の
考
え
方
を
示
し
、
受
験
生
や

ご
父
母
、
高
校
関
係
者
の
方
々
か
ら
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
多
く
の
私
大
が
「
入
学
金
」
を
標
榜
す
る
中
、
本
学
の
入
学
登
録
料
は
著
し
く
低
額
で
あ
り
、
本
学
の
受
験
界
に

お
け
る
相
対
的
な
競
争
力
に
対
し
て
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
の
要
因
ば
か
り
と
は
言
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

一
方
、
学
費
返
還
訴
訟
の
結
果
、
「
入
学
金
は
，
そ
の
額
が
不
相
当
に
高
額
で
あ
る
な
ど
他
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事

情
の
な
い
限
り
，
合
格
者
が
当
該
大
学
に
入
学
し
得
る
地
位
を
取
得
す
る
た
め
の
対
価
と
し
て
の
性
質
を
有
し
，
当
該
大
学
が
合
格
者
を
学
生
と

し
て
受
け
入
れ
る
た
め
の
事
務
手
続
等
に
要
す
る
費
用
に
も
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
ま
し
た
（
二
〇
〇

八
年
、
最
高
裁
判
断
）
。 

さ
ら
に
は
、
入
学
登
録
料
と
名
称
を
改
め
た
二
〇
〇
四
年
度
以
前
に
比
し
て
、
現
状
の
本
学
の
入
試
制
度
は
多
種
多
様
化
が
進
む
と
と
も
に
細

分
化
さ
れ
、
国
主
導
に
よ
る
高
大
接
続
改
革
や
、
厳
格
な
入
学
定
員
管
理
へ
の
対
応
等
、
新
た
な
「
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
た
め
の
事
務
手
続

等
に
要
す
る
費
用
」
に
よ
る
負
担
が
生
じ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
数
次
に
わ
た
る
合
格
発
表
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
や
事
務
手
数

料
、
二
〇
二
一
年
度
入
学
生
か
ら
の
学
校
推
薦
型
選
抜
（
従
来
の
推
薦
入
試
）
で
の
小
論
文
の
導
入
に
伴
う
採
点
経
費
な
ど
が
そ
れ
ら
に
あ
た
り

ま
す
。 

最
後
に
、
最
新
の
状
況
を
反
映
さ
せ
た
中
長
期
の
財
政
見
通
し
で
は
、
二
〇
一
九
年
度
決
算
で
計
上
し
た
マ
イ
ナ
ス
十
八
億
六
千
六
百
万
円
の

累
積
の
赤
字
額
、
す
な
わ
ち
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
、
五
年
後
の
二
〇
二
四
年
度
末
に
は
マ
イ
ナ
ス
三
〇
億
二
百
万
円
と
、
そ
の
赤
字
額
が
十

一
億
円
強
拡
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

以
上
、
㈠ 

著
し
く
低
額
な
入
学
登
録
料
を
改
定
し
、
㈡ 

名
称
を
「
入
学
金
」
と
改
め
「
当
該
大
学
に
入
学
し
得
る
地
位
を
取
得
す
る
た
め

の
対
価
」
を
含
め
、
㈢ 

新
た
な
「
事
務
手
続
等
に
要
す
る
費
用
」
に
充
て
、
㈣ 

中
長
期
的
な
収
支
改
善
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
二
〇
二
一
年

度
入
学
生
か
ら
、
入
学
登
録
料
を
、
学
部
に
つ
い
て
は
現
行
の
一
〇
万
円
を
十
五
万
円
に
、
大
学
院
に
つ
い
て
は
現
行
の
八
万
円
を
十
二
万
円

に
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
改
定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

な
お
、
過
去
三
年
間
の
入
学
登
録
料
入
金
者
数
（
学
部
生
、
大
学
院
生
の
合
計
）
の
平
均
は
約
一
，
八
六
〇
名
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
増
額

改
定
に
よ
り
、
毎
年
度
約
九
，
三
〇
〇
万
円
の
収
入
増
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
度
入
学
生
か
ら
五
万
円
（
大
学
院
は
四
万
円
）
の
増
額
改
定
、
教
育
充
実
費
に
つ
い

て
は
、
二
〇
一
二
年
度
入
学
生
か
ら
五
万
円
（
大
学
院
は
四
万
円
）
の
増
額
改
定
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
改
定
を
経
て
も
首
都
圏
諸
私

大
（
比
較
四
〇
大
学
）
の
入
学
時
納
入
金
順
位
、
授
業
料
順
位
、
四
年
間
総
額
順
位
で
低
額
学
費
の
位
置
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
入
学
登

録
料
の
増
額
改
定
に
よ
り
ま
し
て
も
、
低
額
学
費
の
位
置
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

以 

上 

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
五
日 

本 
 

学 


